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桑
原
祐
子
著
『
正
倉
院
文
書
の
国
語
学
的
研
究
』

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
い
ず
れ
か
と
い
え
ば
、
新
し
い
助
数
詞
「
村
」
の
訓
を
直
ち

に
「
ム
ラ
」
だ
と
限
定
し
て
良
い
か
ど
う
か
。
特
に
使
い
指
し
の
墨
ゃ
、
持

な
ど
の
、
整
形
状
態
か
ら
す
れ
ば
摩
滅
破
砕
し
た
状
態
の
も
の
の
量
的
な
助

数
詞
に
用
い
ら
れ
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
も
う
少
し
そ
の
訓
の
確
定
は
留
保

さ
れ
る
も
の
と
思
う
。
評
者
は
、
助
数
詞
を
「
村
」
と
表
記
す
る
か
ら
そ
れ

を
も
っ
て
全
て
を
均
し
並
み
に
扱
う
の
は
危
険
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か

ら
で
あ
っ
て
、
特
に
「
|
端
L

と
「
村
」
と
が
セ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
よ
う

に
も
み
え
る
か
ら
、
こ
の
点
は
も
う
少
し
検
証
が
必
要
か
と
思
う
。

予
定
さ
れ
た
紙
幅
は
す
で
に
超
過
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
十
分
に
尽
く
せ

な
い
の
は
評
者
の
責
で
あ
る
。

本
書
の
序
に
正
倉
院
文
書
が
書
式
と
い
う
べ
き
規
範
的
な
枠
組
み
が
あ
り
、

し
か
も
個
々
に
筆
録
者
が
特
定
で
き
る
同
類
の
資
料
群
が
あ
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、

あ
る
官
人
(
写
経
一
例
の
事
務
官
)
の
言
語
生
活
を
通
史
的
に
検
討
す
る
こ

と
も
複
数
の
案
主
(
写
経
所
の
事
務
責
任
者
)
の
作
成
文
書

・
帳
簿

を
並
べ
る
こ
と
で
、
個
人
の
書
き
癖
や
文
書

・
帳
簿
作
成
上
の
創
意
工

夫
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
(
日
頁
)

と
指
摘
す
る
。
こ
こ
に
本
舎
に
お
け
る
桑
原
氏
の
観
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

六
回

本
書
に
い
う
「
言
語
生
活
」
と
は
、
「
文
字
表
記
に
対
す
る
「
正
式
・

略
式
L

あ
る
い
は
「
正
・
俗
」
の
意
識
」
の
現
れ
と
し
て
、
具
体
的
に
は
公

文
書
と
し
て
正
式
に
確
定
し
た
も
の
と
、
そ
の
周
辺
に
あ
る
も
の
と
の
位
相

そ
れ
自
体
を
指
し
て
い
る
。

桑
原
氏
は
極
力
、
現
象
事
実
の
叙
述
に
と
ど
め
る
け
れ
ど
も
、
「
言
語
生

活
L

は
現
象
と
し
て
の
位
相
を
支
え
て
い
る
文
字

・
表
記
の
選
択
可
能
性
の

幅
に
あ
る
だ
ろ
う
。
文
書
の
書
式
と
い
う
枠
組
み
が
許
容
す
る
限
り
で
の
文

字
選
択
・
表
記
選
択
の
自
由
1

す
な
わ
ち
用
字
法
と
し
て
の
あ
り
方
が
あ
り
、

そ
こ
に
書
記
者
の
文
字
・
言
語
の
生
活
基
盤
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、

そ
の
選
択
可
能
性
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
相
対
的
に
明
ら
か
と
な
る

帽
で
あ
る
。
文
字
選
択

・
表
記
選
択
を
制
限
し
た
の
は
、
社
会
的
規
範
性
を

も
っ
書
式
の
枠
組
み
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
書
式
が
書
記
者
の
文
字
・
表
記
選

択
を
拘
束
す
る
と
こ
ろ
に
い
わ
ゆ
る
正
書
法
が
あ
る
。
本
書
は
、
文
字

・
表

記
選
択
に
お
け
る
書
式
が
許
容
す
る
自
由
と
、
一
方
で
書
式
が
要
求
し
た
正

書
法
と
し
て
の
あ
り
方
と
の
両
面
を
捉
え
て
い
る
点
に
意
義
が
あ
る
。
広
く

一
読
を
勧
め
た
い
と
思
う
。

(
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
六
日

思
文
閣
出
版

A
五
判

・
二
八
一
頁

五
回

O
O円
)

(
さ
の

ひ
ろ
し
・
福
岡
大
学
人
文
学
部
准
教
授
)



予

告

O
菖
葉
学
会
第
六
十
回
全
国
大
会

平
成
十
九
年
度
の
全
国
大
会
を
、
大
阪
市
立
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左

記
の
よ
う
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

百己

開
催
日

第
一
日
(
十
月
二
十
日
)

午
後

平
成
十
九
年
十
月
二
十
日
(土
)
か
ら
二
十
二
日
(
月
)
ま
で

公
開
講
演
会

会
場

大
阪
市
立
大
学
(杉
本
キ
ャ
ン
パ
ス

講
演

全
学
共
通
教
育
棟

視
野
に
入
れ
て
l

倭
文
体
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
漢
字
文
化
圏
の
警
記
を

武
庫
川
女
子
大
学
教
授

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

京
都
大
学
名
誉
教
授

毛
利
正
守
氏

唐
詩
人
の
月

か
ほ
鳥
を
め
ぐ
っ
て

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

懇
親
会

於
高
原
記
念
館
(
学
友
ホ
l
ル

予

fr. 
CJ 

井興
手 勝

宏
氏

至
氏

第
二
日
(
十
月
二
十

一
日
)全
日

研
究
発
表
会

会
場

大
阪
市
立
大
学
(杉
本
キ
ャ
ン
パ
ス

全
学
共
通
教
育
棟

第
三
日
(
十
月
二
十
二
日
)
日
帰
り

難
淡
か
ら
飛
鳥
へ

臨
地
調
査
研
究

以

上

O
「
菖
葉
学
会
奨
励
賞
」
に
つ
い
て

こ
の
た
び
、
本
学
会
で
は
、
悲
手
研
究
者
の
す
ぐ
れ
た
業
績
に
対
し
、
奨

励
賞
を
授
与
す
る
制
度
を
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
副
賞
は
十
万
円
と
い

た
し
ま
す
。
対
象
は
、
原
則
と
し
て
四
十
五
歳
未
満
の
研
究
者
で
、
前
年
一

月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
業
績
に
つ
い
て
編
輯
委
員
会
が
選
考
い
た
し
ま
す
。

六
五





編

輯

後

記

O
永
年
に
亘
り
本
学
会
で
私
共
を
お
導
き
下
さ
い
ま

し
た
西
宮
一
民
氏
が
五
月
六
白
に
、
森
重
敏
氏
が

同
月
二
八
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
甜
叫
ん
で
学
恩

を
想
い
心
よ
り
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

O
本
号
は
、
昨
年
度
大
会
の
成
架
か
ら
。
前
号
に
欠

け
て
い
た
国
語
学
分
野
の
特
絹
を
企
画
し
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
に
は
上
代
語
を
研
究
す

る
際
の
各
氏
の
方
法
論
が
見
事
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
蜂
矢
氏
の
講
演
も
尾
山
氏
の
論
も
共
に
射
程

が
長
く
、
さ
ら
な
る
続
編
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

O
前
号
で
も
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
秋
、
大

阪
市
大
で
開
催
さ
れ
る
第
六
十
回
大
会
、
予
告
側

を
一
読
さ
れ
、
ふ
る
っ
て
御
参
加
下
さ
い
。
研
究

発
表
会
の
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

O
今
般
、
本
学
会
で
は
奨
励
臼
を
制
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
発
表
時
間
の
充
実
、
投
稿
規
程
の

改
訂
に
続
く
、
学
会
活
性
化
の
為
の
第
三
弾
で
す
。

若
手
研
究
者
の
奮
闘
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。
な

お
、
第
一
回
奨
励
賞
は
、
本
年
の
業
績
に
対
し
、

来
年
の
大
会
で
の
授
与
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

O
私
の
拙
い
編
輯
は
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。
こ
の
二

年
半
、
玉
稿
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
皆
様
、
ま
た
大

会
等
で
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
、
あ
つ
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
次
号
か
ら
は
橋
本
雅
之
氏
の

担
当
で
す
。
投
稿
に
つ
い
て
倍
旧
の
御
支
援
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
氏
の
充
実
し
た
編
瞬
に
御

期

待

下

さ

い

。

(

山

崎

健

司

)

。

お
願
い

0

1

論
文
の
投
稿
、
書
籍

・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「

O
O

九

O
O
七
二
九
一
四
七
高
葉
山
子
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3

住
所
変
更

・
改
姓
等
の
届
出
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
清
文
堂
出
版
内
高
葉
山
子
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

程

て
投
稿
資
格
は
、
会
員
に
限
る
。

て
内
容
は
、
市
内
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
分
訟
は
、
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

四
十
枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚

以
内
)
と
す
る
。

一
、
投
稿
に
際
し
て
は
、
原
稿
四
部
(
コ
ピ

l
可
)

を
学
会
本
部
宛
に
送
る
こ
と
。
た
だ
し
、
原
稿
は

返
却
し
な
い
。

一
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め
・
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
算
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

て
採
否
決
定
は
、
編
輯
委
員
会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

一
、
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
、
執
筆
者
に

帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
本
誌
「
商
業
」
の
再
版
、

電
子
化
公
開
等
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
の
許
可
を

得
な
い
で
学
会
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る。

高

葉

学

会

会

則

一
、
本
会
は
、
高
薬
学
会
と
称
す
る
。

て
本
会
は
、
商
業
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

て
首
問
葉
研
究
者

・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
商

業
」
を
編
稿

・
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年
一
回
、
公
開
講
演
会

・
研
究
発
表

会

・
臨
地
調
査
研
究
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を

行
い
、
表
彰
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
随
時
、
目
的

に
沿
う
事
業
を
行
う
。

て
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る
。

て
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
一
三
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八
l

八
五
八
五
)

に
置
く
。

て
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
瞬

・
発
行
は
編

樹
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
置
く
。



高

葉

第

百

九
十
八
号

平
成
十
九
(
ニ
呂
七
)
年
六
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
十
九
(
ニ

02)
年
六
月
三
十
日
発
行

頒
価

一、

O
O
O円

送

料

六

O
円

時
蹴
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
コ
一
番

m号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話
実
(
六
六
口
五
)
ニ
四
一
三

編輯

・
発行

寓

葉

学

会

代

表

者

芳

賀

紀

雄

娠
替

O
O九
0
0
1七
t

二
九
一
凶
七

時
制
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

寓
葉
学
会
事
務
室

電
話
実
(
六
三
一
)
合
一
六
五

発
売
所


